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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：水産学・水産学一般 
キーワード：寄生生物、生活史、生理生態 
 
１．研究計画の概要 
水産学、生態学上重要な寄生生物の生活史を
解明する．特に感染期の宿主特異性の発現パ
ターンとメカニズムについて研究を行う。当
初の主な研究項目は以下の通りである。 
(1)カリグス科カイアシ類の生活史、宿主特異
性 
(2)単生類の生活史、感染期の生態 
(3)等脚類の生活史、宿主特異性 
(4)寄生性渦鞭毛藻類の生活史、感染期の細胞
特性 
(5)隔口類繊毛虫の生活史、感染期の細胞特性 
 
２．研究の進捗状況 
養殖トラフグに甚大な被害を及ぼすカリグ
ス科の 1 種 Pseudocaligus fugu の発生段階、生
活史、成長、産卵に関して詳細なデータを取
得した。成長段階は 8 期あり、感染後 9 日で
成体に達すること、カリムス期は鰭に特異的
に寄生すること、これまでカリグス類の成長
段階数は混乱していたが第１触角刺毛の配
列パターンによってステージ判別が可能で
あること、などを明らかにした。カリグス科
の Caligus 属などの 10 種以上の成体が世界各
地のプランクトンから出現することを確認
し、従来考えられていた感染期以降は宿主か
らは離脱しない生活様式とは別なパターン
があることを明らかにした。つまり、成体が
水中と宿主を往来するパターン、カリムス
終期が成体へ脱皮すると宿主交替するパタ
ーンである。これらの場合、成体も感染期と
して位置づけられる。 
 クサフグの鰓に寄生する単生類 Haliotrema 
kusafugu の生活史、季節的消長について調査
を行った。寄生率は通年平均 92.5%と高いが、
繁殖期は高水温期に活発であることを推定

した。また、受精卵の孵化時間と水温の関連、
感染期から幼体への変態を観察した。クラゲ
食性魚類のイボダイなどを終宿主とする吸
虫類 3 種がミズクラゲなどを中間宿主、ユウ
レイクラゲを延長宿主としていることを確
認した。 
 カイアシ類に内部寄生する渦鞭毛藻類

Blastodiniumの感染期は遊走子とスポロサイ

トで、宿主肛門から排出され、前者は感染能

が約１日、後者は着底後12〜48時間（10℃）

してから２つの遊走子が分裂して放出される

ことを明らかにした。 
 カイアシ類に寄生する隔口類繊毛虫
Vampyrophrya pelagica の感染期 tomite の細胞
質内に休止期 phoront や摂食期 trophont で見
られる食胞膜前駆体が分裂期 tomont から放
出されて約 18 時間後（20℃）に形成される
ことを明らかにした。 
 この他、無脊椎動物を宿主とするカイアシ
類 3 種、等脚類ヤドリムシ類 4 種を新種記載
あるいは再記載を行い、その生活史などにつ
いて論じた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由）ウオジラミ類、隔口類繊毛虫、単生
類については様々な新知見を含む十分な成
果が得られているが、他の分類群については
今後の展開を再考する必要がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ウオジラミ類の宿主特異性発現メカニズム
については別途、遺伝学的アプローチを必要
とするので、別研究組織を構築して挑戦的萌
芽研究を申請している。達成度のやや低い分
類群は今後、研究課題・対象生物を絞る、あ
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るいは変更して研究に取り組む。単生類と同
じ寄生性扁形動物である吸虫類については
当初、研究対象として盛り込まなかったが、
生態的に重要な寄生生物との認識から、この
生活史、宿主特異性に関して精査している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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